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四日市市立羽津北小学校

平成２８年７月１９日
３　   　　　 №　６号

さあ、いよいよ夏休み！

　明日は、終業式。

２１日より子ども達は４２日間の夏休みに入ります。皆さんのご理解ご協力のおかげで、何とか一学期も大過なく終えられそうです。ありがとうございました。

長い夏休みですが、生活のリズムを崩すことなく、安全に気をつけて有意義に過ごしてほしいと思います。

終業式では「４２日間（夏休みの期間）」と「７３日間（一学期の授業日数）」の２つの日数を示して、夏休みの一日一日を無駄にしないよう話しをしたいと考えています。　

夏季休業中における学校休業日について
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　いよいよ２１日（木）から、子ども達は４２日間の夏休みに入ります。

　夏休み期間中は、出張や研修会等への参加のため、すべての教職員が学校にいるわけではありませんが、土・日曜日を除き、管理職を含め複数の教職員が勤務しております。ご用件のある方は、通常通りお問い合わせ願います。（8:25～16:55）

　ただし、８月１１日（木）は山の日（祝日）、１２日（金）及び１５日（月）は市内小中学校一斉の休校日ですので、週休日を含めますと８月１１日（木）～１５日（月）の連続５日間は学校を終日閉めさせていただきます。ご理解ご協力をよろしくお願いします。
「選定療養費」についてのお知らせ

医療機関の機能分化の推進を図る観点から、２００床以上の病院を紹介状なく受診する場合には、健康保険の自己負担金とは別に、初診時選定療養費の負担を求められることとなりました。

近隣の病院では、市立四日市病院（5400円）、県立総合医療センター・四日市羽津医療センター(3240円)等の大きな病院が対象となります。

「選定療養費」については、日本スポーツ振興センター給付金やこども医療費助成の対象外となりますので、受診する際にはご注意願います。（ただし、救急車使用の場合は自己負担はありません。）
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雷は怖いもの！！
　先日４日（月）の昼からは、北勢地域にも雷雲が発生し、雷の危険から水泳指導を途中で中止したり、下校をしばらくの間見合わせるといった措置を取りました。
　最近、雷の恐ろしさについての認識がない（弱い）子が増えているように感じます。

　雷鳴が聞こえたら、屋外での活動を速やかに取りやめ、身を守るための対処が取れるようお家の方でもお話していただけたらと思っています。


熱中症にご用心！
　熱中症は、体温調整の機能がうまく働かず、体内に熱がこもってしまうことで起こります。疲れていたり、急に暑くなったりすることで発症しやすく、命にかかわる病気です。予防法を知って、元気に夏休みを過ごしましょう。

【予防法】

　１　日陰を利用するなど暑さを避け、服装を工夫する。（帽子をかぶる）

　２　こまめに水分補給をする。（汗をかいたら塩分補給も忘れずに）

　３　体調の変化に気づき、集団活動の場ではお互いに配慮し合う。

図書館司書さんが交代しました

　学校の図書館では、週に１回図書館司書さんに来ていただいて、本の整理や子ども達の読書活動のお世話をしてもらっています。

　これまでお世話になっていた方に代わり、７月より小倉華代さんにお世話になっています。
雷から身を守るためには


雷鳴が聞こえるなど雷雲が近づく様子があるときは、落雷が差し迫っています。以下のことを念頭に速やかに安全な場所へ避難することが、雷から身を守るために有効です。


雷は、雷雲の位置次第で、海面、平野、山岳などところを選ばずに落ちます。近くに高いものがあると、これを通って落ちる傾向があります。グランドやゴルフ場、屋外プール、堤防や砂浜、海上などの開けた場所や、山頂や尾根などの高いところなどでは、人に落雷しやすくなるので、できるだけ早く車や建物の中などの安全な場所に避難しましょう。








